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　地球家族プログラムは，留学生と地域の一般家庭と

が国際交流を目的とし，共に週末等を過ごすための，

短期のホームステイプログラムである。本年度は，9

回のプログラムを実施し，160人の留学生が参加した。

地球家族プログラム

国際教育交流センターアドバイジング部門

小 倉 み ど り

No. 日程 名称 主催 参加人数
受け入れ先（カッコ内は複数受入家族）

ヒッポ ハピネスト 個人 その他

4/17
津市，GW

合同オリエンテーション
地球家族プログラム

津市12（17）
地球4 （8）

1
5/2-4

2泊3日
ゴールデンウィーク 

ホームステイ
地球家族プログラム 18 16 （1） 1

2
5/1-4

3泊4日
津市のホームステイ 津市国際・国内交流室 8 8

3
6/27-28
1泊2日

工学部サマープログラム 工学部サマープログラム 22 15 7

7/14 オリエンテーション 地球家族プログラム 14（24）

4
8/1-3

2泊3日
夏休みホームステイ 地球家族プログラム 24 17 （1） 1 5

5
8/22-23
1泊2日

蒲郡，海のふれあいツアー 蒲郡国際交流協会 10 10

11/6 オリエンテーション 地球家族プログラム 17（31）

6
11/21-22
1泊2日

秋のホームステイ 地球家族プログラム 31 23 （2） 6

12/4
知多市・冬

合同オリエンテーション
地球家族プログラム

知多市16（21）
地球3 （7）

7
12/18-20
2泊3日

知多市ホームステイ 知多市国際交流協会 7 7

8
12/19-20
1泊2日

冬のホームステイ 地球家族プログラム 20 17 1 2

2/13 オリエンテーション 国際教育交流センター

9
2/13-14
1泊2日

短期日本語プログラム 地球家族プログラム 20 13 （2） 5

ホームステイ参加者合計 160 101 （６） 9 19 25
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留学生支援事業

【参加留学生】

　名古屋大学在籍中の留学生を対象とするプログラム

では，春・秋の入学オリエンテーションでのチラシ配

布，国際棟掲示板，国際交流会館への掲示，Facebook

やホームページへの掲載，日本語・日本文化研修コー

ス，NUPACE オフィス担当者の協力のもと，メール

での告知等で，周知をした。

　また，工学部サマープログラム（NUSIP），国際教

育交流センター短期日本語プログラム（NUSTEP）に

参加した留学生には，それぞれのプログラムへの募集

時にホームステイプログラムについて案内し，希望者

のみホームステイに申請，参加した。

【ホームステイオリエンテーション】

　ホームステイ実施の2週間ほど前に，参加留学生を

集めてオリエンテーションを行った。オリエンテー

ションでは，ホームステイの簡単な説明や注意点など

を伝えた。授業の都合でオリエンテーションに参加で

きなかった学生には，個別に説明を行った。

【感想文】

　プログラム終了後，留学生，ホストファミリー双方

から感想文を提出してもらい，ホストファミリーへの

ニュースレター「地球家族プログラムだより」に，総

括したものを掲載した。改善点などの提案があった場

合は，次回のオリエンテーションで留学生への説明項

目に加える等，フィードバックに役立てた。

【ホストファミリー】

　名古屋大学に団体登録をしているボランティア組織

（ヒッポファミリークラブ，ハピネスト，ポレポレ）と，

名古屋大学に個人登録（登録時に30分程度の面接有）

している家庭，及び津市役所市民交流課，知多市国際

交流協会，蒲郡市国際交流協会が，無償にて受け入れ

をした。

　個人登録者には2年に一度，登録更新をお願いして

いるため，本年度3月に，郵送にて登録更新の案内，

来年度の予定，ホストファミリーの手引き，アドバイ

ジング部門パンフレット，地球家族プログラムだより

等，登録更新資料を郵送し，再登録を希望する方には，

家族登録書を返送いただいた。

プログラム終了後には感想文を提出いただいた。

　大学内では，法学部ホームステイ担当者と，また外

部では，愛知国際センターの職員と，ホストファミ

リー募集に際しての情報交換をおこなった。

【地球家族プログラムだより】

　ホストファミリー宛に，留学生のホームステイの感

想文のまとめや，参加学生地域別出身地の統計資料，

来年度のプログラム予定等をお知らせするニュースレ

ター「地球家族プログラムだより23号」を発行した。

【今年度からの改善点】

　プログラム申請登録用のウェブシステムを構築し，

ACS 事務室のカウンターで応募留学生本人が申請す

る方法を開始した。これにより，E メールアドレスな

どの記載ミスがなくなり，プログラムの運営がより効

率的になった。

【来年度に向けて】

・�ヒッポファミリークラブのホストファミリー紹介が

有償となり，本プログラムのホストファミリーの数

が減少したこともあり，来年度は，新たなホスト

ファミリーの登録を推進する。具体的には，名古屋

大学在学生（新入学生オリエンテーションでのチラ

シ配布）の家族及び同窓生，また無償で受け入れを

している団体への広報を広げる。

・�日帰りのプログラム「ホームビジットプログラム」

を開始し，多忙な留学生が参加しやすく，また，ホ

ストファミリーがより気軽に受け入れをしやすい環

境を整える。

・�名古屋大学の同窓生向けに冊子を作成し，募集を開

始する。（名古屋大学全学同窓会支援事業）

・�プログラム発足当初の目的もより重視して，学内の

教職員及び在学生とその家族，また同窓生のホスト

ファミリーの登録を推進し，学内の国際化を進め，

留学生が地域社会とのつながりを持てるようプログ

ラムを運営してゆく。
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